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152 観 光学 研究 第7 号2008 年3 月
としてー”において寺谷亮司は、都心地域の衰退が叫ばれるようになって久しい我が国の地方都市
では従来、店舗数や来訪者数の減少および空き店舗の増加等、中心商店街の景観的衰退のみを指す
ことがほとんどであった点を指摘しつつ、従来東京の都心・副都心研究を除けば、これまで我が国
の都市地理学研究において注目されることはほとんどなかった都心歓楽街に視点を当てて、盛り場
全体の理論的及び実証的な考察を行っている。特に、松山市の都心盛り場の現状と近年の変化動向
については、飲み屋街としての歓楽街が論じられている。ところで、諸外国の都市では、夜間営業
を主とする飲酒目的施設およびその集中地区はほとんど見られないとの指摘も興味深い。II
－5. “店舗特性と立地特性からみた盛岡市街地におけるコンビニエンスストアの立地展開”に
おいて高橋宏一は、1974年に東京に初めて開店し30年を経過して2004年6 月には全国で42,749店に
達したコンビニエンスストアに関し、従来の空間的視点からの地理学的研究およびコンビニの店舗
特性を分析した研究を踏まえて、地方の一中心都市である盛岡市の市街地を対象に、コンビニの立
地展開、店舗特性と立地特性間の関連について考察している。研究の手法としては、消費者特性か
らみた店舗の立地特性などを、因子分析とクラスター分析を用いて分析を加えている。また、商圏
が狭いコンビニは多少の環境変化でも売上が影響を受け、コンビニの意外な寿命の短さが指摘され
ている。
